
翔べ 日高から世界へ

平成29年１１月５日（日） メルパルク京都
日 高 高 等 学 校

日高高等学校附属中学校 池 田 尚 弘

～これからの社会を生き抜くために～



本日のご報告

• 学校について

• 取組の状況
創立100周年を迎えて

OECDイノベーションスクールネットワーク

ＳＧＨ指定を取り込んで

• 成果と課題



和歌山県立日高高等学校
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日高高校生の卒業生と進学状況
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492

国公立合格者数

H19 ＳＳＨ指定

H26附中１期生卒

H28 ＳGＨ指定

100周年事業

234

５８

２１

H20附属中開校



日高高校の学習で身につけさせたいもの

平成３３年度入学者選抜

大学入試センター試験

大学入学共通テスト

国語・数学で
記述式を導入

英語
読む・聞く

話す・書く

知識・技能に加え

思考力・判断力・表現力も問う



クラブ紹介 中庭コンサート

合唱部

書道パフォーマンス



生徒の活動 春から触れたこと

附属中学校 伝統文化体験 吉田先生



名田海岸にて臨海実習 ２年普通科



地域に飛び出しての活動



「まちゼミ」としての活動



駅前商店街での活動



日高高等学校創立百周年事業

何か大きなイベントを

↓

アジア高校生フォーラム（H26年10月）

アジア16の国と地域から、32名の高校生＋東北ス
クール2名を迎えて開催（ERIAの協力）

(インド、インドネシア、カタール、韓国、カンボジア、
タイ、台湾、中国、トルコ、フィリピン、ブルネイ、

ベトナム、香港、ネパール、マレーシア、モンゴル)



3つのテーマを元に課題共有

環境

防災文化



アジア高校生フォーラム



100周年記念事業を終えて

• 和歌山の一地方の学校の取組としては、とて
も大きな成果と地域に大きな自信をもたらした

→国際フォーラムは県事業として継続

• フォーラムで取り組んだ、地域をフィールドとし
て課題を探り、解決法を話し合う学習をもっと
続けたい

→OECDイノベーションスクールネットワークへ
の参加とＳＧＨ指定へ向けた取組



ＯＥＣＤ地方創生イノベーションスクール2030

• 2030年の世界に求められる力とは・・

課題解決型学習：ＰＢＬを中心に

• 和歌山クラスターとしての取組（H27～）

日高高校を事務局に 那賀、星林、海南、田辺

• トルコ、ドイツとともにクラスター形成

• 生徒国際イノベーションフォーラム２０１７

８月２日～４日 世界8カ国からの高校生と研究者

国立オリンピック記念青少年総合センター



ドイツ・トルコととも
に課題発見と調査

東京フォーラムで
2030年に向けての

生徒宣言

和歌山5校で各地
の課題発見と調査

和歌山としての課
題と解決方策

和歌山クラスターの活動 Local⇔Global



和歌山の地方としての課題:
①少子高齢化
少子化に加え、若年層の都市への流出

②地域産業・地方文化の後継者不足
③公共交通システムの持続危機
④外国人観光客をいかに呼び寄せるか etc.



Brain Storming Discussion

Presentation
TV Meeting 
(with Paris, Tokyo)

和歌山クラスターワークショップ(10回開催)

19

和歌山クラスターとしての取組



田辺高校主催のT-Café
→和歌山クラスターのテーマを移民・難民に



和歌山、ドイツ・コンスタンツ、トルコ・イスタンブールの共同学習

難民課題をどうとらえるか(Konstanz Germany Mar. 12-19. 2017)

各校紹介 難民からの聞き取り

課題解決に向けて討論 プレゼンテーション



ＩＳＮ2030 Clusters





ＳＧＨ指定校としての取組（H28～）

翔べ日高から世界へ
～地方を創生するグローバルリーダーの育成～

［目的］ 魅力ある就業先や雇用の創出等に取り組み
地方を創生していく人材を育成する

［背景］ 地方にとっての悪循環を断ち切る必要性
（若者の県外流出、地方の過疎化、経済の減退）

［方法 ］ １）高校生として地元の魅力と課題に気づく
（文化、産業、移民、防災）
２）課題研究や海外研修を通して
グローバルスキルを身につける

地方創生



ＳＧＨ指定校としての取組

• 総合的な学習の時間→ＳＧ課題研究
…地域の課題とその解決法の探求

｢ふるさとの文化に学ぶ｣：地域文化
道成寺、日高別院

｢ふるさとの先人に学ぶ｣：移民の歴史
アメリカ村 カナダ移民

｢ふるさとの産業に学ぶ｣：地域産業
海外で事業展開する地元企業

｢ふるさとの防災に学ぶ｣：地域防災
地域合同防災訓練



ＳＧＨ指定校としての取組

基礎研究

地域理解

探求に必要なスキ
ル取得

発信

研究成果を論
文化

ＳＧ課題研究Ⅰ ① ＳＧ課題研究Ⅱ ② ＳＧ課題研究Ⅲ ①

課外活動
テーマに沿った海外研修調査
例：インドネシア（防災）
ベトナム（産業）
カナダ（移民・難民）



活動を持続させ、校内に広めるために

教育課程内の活動
課外活動
（自主活動）

ＳＧＨ等学習活動
（総合的な学習の時間）

・ＯＥＣＤイノベーション
ネットワーク
・御博 ・まちゼミ

メリット
・継続性がある

・全校生徒が取り組む
ことができる

・じっくり取組、特別な
活動が期待できる

・生徒主体に活動が広
がる

デメリット
・多くの時間を割けない
・自由に活動しづらい

・活動する人物に左右
され、継続が難しい

・一部の活動にとどま
りがち



従来からの国際交流

•海外姉妹校
フレデリクスハウン高校（H23～）

西安中学（H18～）

大連第十六中学（H27～）

http://search.yahoo.co.jp/r/_ylt=A3JvROk5xkxZEFUA1iWDTwx.;_ylu=X3oDMTBncmpvZXJpBHNlYwNzcgRzbGsDbWVkaWE-/SIG=13tpml276/EXP=1498304505/**https:/ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%87%E3%83%B3%E3%83%9E%E3%83%BC%E3%82%AF
http://search.yahoo.co.jp/r/_ylt=A3JvROk5xkxZEFUA1iWDTwx.;_ylu=X3oDMTBncmpvZXJpBHNlYwNzcgRzbGsDbWVkaWE-/SIG=13tpml276/EXP=1498304505/**https:/ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%87%E3%83%B3%E3%83%9E%E3%83%BC%E3%82%AF
http://search.yahoo.co.jp/r/_ylt=A2Ri8FjWxkxZnhwA906DTwx.;_ylu=X3oDMTBncmpvZXJpBHNlYwNzcgRzbGsDbWVkaWE-/SIG=14r1i4uln/EXP=1498304662/**https:/ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%AD%E8%8F%AF%E4%BA%BA%E6%B0%91%E5%85%B1%E5%92%8C%E5%9B%BD
http://search.yahoo.co.jp/r/_ylt=A2Ri8FjWxkxZnhwA906DTwx.;_ylu=X3oDMTBncmpvZXJpBHNlYwNzcgRzbGsDbWVkaWE-/SIG=14r1i4uln/EXP=1498304662/**https:/ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%AD%E8%8F%AF%E4%BA%BA%E6%B0%91%E5%85%B1%E5%92%8C%E5%9B%BD


（10名）

（7名）

（９名）

平成２８年度生徒海外研修等実績

（10名）

修学旅行（228名）

（2名）

（14名）

http://search.yahoo.co.jp/r/_ylt=A3JvROhg00xZRCgAPD6DTwx.;_ylu=X3oDMTBncmpvZXJpBHNlYwNzcgRzbGsDbWVkaWE-/SIG=12vdsl93p/EXP=1498307872/**https:/ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AB%E3%83%8A%E3%83%80
http://search.yahoo.co.jp/r/_ylt=A3JvROhg00xZRCgAPD6DTwx.;_ylu=X3oDMTBncmpvZXJpBHNlYwNzcgRzbGsDbWVkaWE-/SIG=12vdsl93p/EXP=1498307872/**https:/ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AB%E3%83%8A%E3%83%80
http://search.yahoo.co.jp/r/_ylt=A3JvROk5xkxZEFUA1iWDTwx.;_ylu=X3oDMTBncmpvZXJpBHNlYwNzcgRzbGsDbWVkaWE-/SIG=13tpml276/EXP=1498304505/**https:/ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%87%E3%83%B3%E3%83%9E%E3%83%BC%E3%82%AF
http://search.yahoo.co.jp/r/_ylt=A3JvROk5xkxZEFUA1iWDTwx.;_ylu=X3oDMTBncmpvZXJpBHNlYwNzcgRzbGsDbWVkaWE-/SIG=13tpml276/EXP=1498304505/**https:/ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%87%E3%83%B3%E3%83%9E%E3%83%BC%E3%82%AF
http://search.yahoo.co.jp/r/_ylt=A2Ri8EOm00xZBRIAOh2DTwx.;_ylu=X3oDMTBncmpvZXJpBHNlYwNzcgRzbGsDbWVkaWE-/SIG=12vuqulhf/EXP=1498307942/**https:/ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%89%E3%82%A4%E3%83%84
http://search.yahoo.co.jp/r/_ylt=A2Ri8EOm00xZBRIAOh2DTwx.;_ylu=X3oDMTBncmpvZXJpBHNlYwNzcgRzbGsDbWVkaWE-/SIG=12vuqulhf/EXP=1498307942/**https:/ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%89%E3%82%A4%E3%83%84
http://search.yahoo.co.jp/r/_ylt=A2Ri0ITM00xZqgEA9ZiDTwx.;_ylu=X3oDMTBncmpvZXJpBHNlYwNzcgRzbGsDbWVkaWE-/SIG=13t4abmrn/EXP=1498307980/**https:/ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A3%E3%83%AA%E3%83%94%E3%83%B3
http://search.yahoo.co.jp/r/_ylt=A2Ri0ITM00xZqgEA9ZiDTwx.;_ylu=X3oDMTBncmpvZXJpBHNlYwNzcgRzbGsDbWVkaWE-/SIG=13t4abmrn/EXP=1498307980/**https:/ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A3%E3%83%AA%E3%83%94%E3%83%B3
http://search.yahoo.co.jp/r/_ylt=A7dPehUo1ExZXAsAiqCDTwx.;_ylu=X3oDMTBncmpvZXJpBHNlYwNzcgRzbGsDbWVkaWE-/SIG=13tdkdeq8/EXP=1498308072/**https:/ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%9F%E3%83%A3%E3%83%B3%E3%83%9E%E3%83%BC
http://search.yahoo.co.jp/r/_ylt=A7dPehUo1ExZXAsAiqCDTwx.;_ylu=X3oDMTBncmpvZXJpBHNlYwNzcgRzbGsDbWVkaWE-/SIG=13tdkdeq8/EXP=1498308072/**https:/ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%9F%E3%83%A3%E3%83%B3%E3%83%9E%E3%83%BC
http://search.yahoo.co.jp/r/_ylt=A2Ri8Ew_1ExZxHcAVMeDTwx.;_ylu=X3oDMTBncmpvZXJpBHNlYwNzcgRzbGsDbWVkaWE-/SIG=14coq7ppe/EXP=1498308095/**https:/ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%83%89%E3%83%8D%E3%82%B7%E3%82%A2
http://search.yahoo.co.jp/r/_ylt=A2Ri8Ew_1ExZxHcAVMeDTwx.;_ylu=X3oDMTBncmpvZXJpBHNlYwNzcgRzbGsDbWVkaWE-/SIG=14coq7ppe/EXP=1498308095/**https:/ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%83%89%E3%83%8D%E3%82%B7%E3%82%A2


OECDの活動（？）

姉妹校交流

（８名）

平成２９年度生徒海外研修等予定

（６名）

修学旅行（239名）

（７名）

http://search.yahoo.co.jp/r/_ylt=A3JvROhg00xZRCgAPD6DTwx.;_ylu=X3oDMTBncmpvZXJpBHNlYwNzcgRzbGsDbWVkaWE-/SIG=12vdsl93p/EXP=1498307872/**https:/ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AB%E3%83%8A%E3%83%80
http://search.yahoo.co.jp/r/_ylt=A3JvROhg00xZRCgAPD6DTwx.;_ylu=X3oDMTBncmpvZXJpBHNlYwNzcgRzbGsDbWVkaWE-/SIG=12vdsl93p/EXP=1498307872/**https:/ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AB%E3%83%8A%E3%83%80
http://search.yahoo.co.jp/r/_ylt=A2Ri8Ew_1ExZxHcAVMeDTwx.;_ylu=X3oDMTBncmpvZXJpBHNlYwNzcgRzbGsDbWVkaWE-/SIG=14coq7ppe/EXP=1498308095/**https:/ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%83%89%E3%83%8D%E3%82%B7%E3%82%A2
http://search.yahoo.co.jp/r/_ylt=A2Ri8Ew_1ExZxHcAVMeDTwx.;_ylu=X3oDMTBncmpvZXJpBHNlYwNzcgRzbGsDbWVkaWE-/SIG=14coq7ppe/EXP=1498308095/**https:/ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%83%89%E3%83%8D%E3%82%B7%E3%82%A2
http://search.yahoo.co.jp/r/_ylt=A2Ri8Ez5Em9ZdkEAr92DTwx.;_ylu=X3oDMTBncmpvZXJpBHNlYwNzcgRzbGsDbWVkaWE-/SIG=13emp7baq/EXP=1500552377/**https:/ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%99%E3%83%88%E3%83%8A%E3%83%A0
http://search.yahoo.co.jp/r/_ylt=A2Ri8Ez5Em9ZdkEAr92DTwx.;_ylu=X3oDMTBncmpvZXJpBHNlYwNzcgRzbGsDbWVkaWE-/SIG=13emp7baq/EXP=1500552377/**https:/ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%99%E3%83%88%E3%83%8A%E3%83%A0
http://search.yahoo.co.jp/r/_ylt=A2Ri8FjWxkxZnhwA906DTwx.;_ylu=X3oDMTBncmpvZXJpBHNlYwNzcgRzbGsDbWVkaWE-/SIG=14r1i4uln/EXP=1498304662/**https:/ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%AD%E8%8F%AF%E4%BA%BA%E6%B0%91%E5%85%B1%E5%92%8C%E5%9B%BD
http://search.yahoo.co.jp/r/_ylt=A2Ri8FjWxkxZnhwA906DTwx.;_ylu=X3oDMTBncmpvZXJpBHNlYwNzcgRzbGsDbWVkaWE-/SIG=14r1i4uln/EXP=1498304662/**https:/ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%AD%E8%8F%AF%E4%BA%BA%E6%B0%91%E5%85%B1%E5%92%8C%E5%9B%BD




PBLにおける生徒の活動段階

1. 身近ですごい実践モデル （あこがれ）

2. 取り組み始めて、困難に直面する自分。 （自己嫌悪）

3.いろいろな世界に触れる。 （共通体験）
・体験談を聞き、誰もがすんなりと成功するわけではない。

4. 相談できる協働者を見つける。 （自己成長）

5. 様々な活動に主体的に取り組み、成果を出す。（自信獲得）

6. 自分を肯定的にとらえる。 （さらなるチャレンジ）



活動を通して生徒が身につけるもの

・積極性が出てくる
・協調性が出てくる
・責任感

・プレゼンテーション
・他者を巻き込む
・交渉力
・計画実行力

・語学力
・地理的な感覚
・政治的、政策的分野
・経済分野

・一体感
・達成感
・地球市民的意識
・多様性



積極性の育成

OECDイノベーションスクール2030和歌山クラスター

H30年3月ドイツ コンスタンツ研修参加者選考レポート
作成要領

次の課題①～③についてレポートを作成し、参加申込書と併
せて提出すること。ただし、３つの課題について、A４サイズ計６
枚以内で課題別に作成すること。なお、ページの途中から次の
課題が始まってもかまわない。「MS明朝」、11ポイント、40字、
40行。図などを挿入するのは可。文献から引用する場合、引用
元を明記すること。

（募集から締切まで３週間）



課題
①この研修への参加を希望する理由を書きな
さい。
②一つのテーマを設定して、日本、ドイツ、トル

コの状況を調べ、まとめなさい。また、そのテー
マについて、日本は今後どのように取り組んで
行くべきか、あなたの考えを述べなさい。
③あなたは、東京でのイノベーションフォーラ

ムで何を学びましたか。また、それをこれから
どのように生かしていきたいですか。



積極性の波及



THE FUTURE OF EDUCATION AND SKILLS 2030
6th Informal Working Group Meeting

23-25 October 2017 Paris, France 



それでも残る疑問・・・

• そんな活動ばかりで、センターとれるの

→確かに知識の“量”の取得時間は少なくなるが、
近未来、知識の量を調べるテストはなくなるのでは

• 知識を、いつ、どのように使うかが鍵

→自分で考え、自分で学習していく人物を

• 試験に、電子辞書持ち込み可能となったと
き、耐えられるような問題を作成していく必要


